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琉球列島沿岸産、ｍ"Ojmo"“属の〃"cmme亜属について

(SubgenuSPbH"cmmeinthegenuM）FUI”伽o"“fmmRyulWIslands）

ＰＧ-６

須田彰一郎（ShoichiroSuda）

琉球大学理学部海洋自然科学科

ピラミモナス属は，単細胞遊泳性の緑色鞭毛藻類で，基本的に４本の等長鞭

毛が細胞前端部の凹みから生じ，細胞と鞭毛表面に特徴的な数種類の鱗片をも
つ。１８ＳｒＤＮＡ塩基配列に基づく分子遺伝学的系統解析では緑藻植物門の進化
の初期に分岐した系統で，近縁種の化石は１４億年前に遡るという。このため，
緑藻植物の初期進化を考える上で大変重要な藻類である｡現在までに約50種が

記載されているが，詳細の不明な種類も多く，細胞および鞭毛表面の鱗片の微
細構造が重要な分類形質になることから，電子顕微鏡が普及する以前に記載さ
れた種類は再度詳細な観察が必要となっている。また，１８SIDNAやr6cL遺伝

子塩基配列情報なども簡易分類のために必要となっているが，十分ではなく，
形態的な特徴から４亜属（あるいは６亜属）に分類されるが，亜属を特徴付け
る形態形質のいくつかが不明瞭であり，分類は混乱状況である。

西表島や沖縄島本島各地から分離培養に成功した多数のＤｍ７７ｍ７ｗｚＪｓ株は，
プンクタという葉緑体の隙間や細胞前端部にある願粒状の構造を多数待ち，こ
の構造を特徴として設立された〃"cmme亜属に属すると考えられた｡Pimcmme

亜属は,基準種のＲｏ"wJcBaをはじめ,Amgz`ﾉ､z7,2αz`だαＥ/bmos[ＩＩＥ”ｼc舵、，
２，伽、の６種が現在までに知られており，これらの種類と分離株を形態的に

比較するとともに,分子情報を持つ３種類EoJjwzCea,Ｅα""α,Ｒ/bmmszJとは分
子でも比較検討を試みた。その結果,２，"…eαと形態的にも近縁で，１８SIDNA

系統樹上で単系統群となる株と，２“だαと形態的に近縁で系統樹上で単系統

群となる株との大きく二つのグループに分けることができた。それぞれの系統

群に含まれる株は，形態的にも分子でもほぼ一致する株が見いだされ，これら

は既知種として分類することができる。また，異なる形態で異なる系統群の株

も見られ，これらは未記載種の可能性が高い。以上のことから，Pmcmme亜属

は多系統であり，それぞれにいくつかの種類を含む大きく二つのグループに形

態的にも分子でも分けることができる。従って，Ｐ""cjmzJe亜属の基準種を含ま

ないグループについては，新たな亜属を設立すべきである。


